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１
面
…
…
岐
阜
で
第
48
回
通
常
総
会
開
く

１
面
…
…
既
存
業
者
に
よ
る
処
理
体
制
構
築
要
望

２
面
…
…
令
和
2
年
度
活
動
計
画
等
承
認

総
会
を
開
催
し
た
岐
環
協
事
務
所

【７月号】

全国環整連

第
48
回
通
常
総
会
で
令
和
2
年
度
方
針
承
認

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
懇
親
会
等
中
止
に

　

総
会
は
午
後
3
時
、
本
人

出
席
5
名
、
議
決
権
行
使
書

20
名
に
よ
り
始
ま
っ
た
。

　

議
題
は
第
1
号
議
案
「
令

和
元
年
度
活
動
報
告
、
収
支

決
算
な
ら
び
に
剰
余
金
処
分

案
承
認
」
、
第
2
号
議
案
「
令

和
2
年
度
活
動
方
針
、
活
動

計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
の

決
定
」
、
第
3
号
議
案
「
令
和

2
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度

額
の
決
定
」
、
第
4
号
議
案

「
取
引
金
融
機
関
の
決
定
」
、

第
5
号
議
案
「
そ
の
他
」
の

全
5
議
案
。

　

こ
の
う
ち
第
1
号
議
案
の

活
動
報
告
は
、
全
国
環
整
連

の
各
委
員
会
等
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　

合
理
化
適
正
委
員
会
は
、

令
和
元
年
度
活
動
計
画
に
区

域
割
お
よ
び
合
理
化
協
定
締

結
に
向
け
た
現
地
支
援
、
不

当
な
入
札
を
阻
止
、
10
・
8

通
知
お
よ
び
最
高
裁
判
決
の

研
修
会
実
施
を
掲
げ
て
お

り
、
「
研
修
会
を
5
回
開
催

し
、
10
・
8
通
知
に
つ
い
て

　

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
5
月
26
日
、
岐

阜
市
の
岐
環
協
事
務
所
内
で
第
48
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
総
会
は
例
年
、
東

京
の
如
水
会
館
で
開
催
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
防
ぐ
観
点
か
ら
会
場
を
変
更
、
さ
ら
に
懇
親
会
、
来
賓
の
招
待
も
中
止
と
、

大
幅
に
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
議
決
は
委
任
状
、
議
決
権
行
使
書

に
よ
り
行
い
、
令
和
元
年
度
活
動
報
告
、
令
和
2
年
度
活
動
方
針
な
ど
全
5
議
案

を
承
認
し
た
。

勉
強
し
た
。
通
知
文
の
読
み

合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
行
政

交
渉
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、

文
章
の
ど
の
部
分
が
重
要
か

を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
現
地
支
援
で
は
、

地
元
へ
の
聞
き
取
り
と
委
員

会
で
の
資
料
準
備
を
す
る
こ

と
で
、
地
元
業
者
も
交
え
た

交
渉
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
1
回
で
完
全
決
着
し
な

い
案
件
の
た
め
、
決
着
す
る

ま
で
支
援
を
継
続
す
る
」
と

報
告
し
た
。

　

水
処
理
委
員
会
は
、
水
再

生
優
良
事
業
者
の
取
得
推

進
、
浄
化
槽
現
地
実
務
研
修

会
の
実
施
、
浄
化
槽
法
お
よ

び
関
連
通
知
の
研
修
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
等
革
新
技
術

を
利
用
し
た
維
持
管
理
の
促

進
、
下
水
道
・
農
集
施
設
管

理
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

構
築
を
掲
げ
、
「
今
年
度
は

平
成
18
年
以
来
の
浄
化
槽
法

の
改
正
が
な
さ
れ
、
公
共
浄

化
槽
制
度
の
創
設
等
浄
化

槽
が
下
水
道
と
並
ぶ
恒
久

施
設
と
し
て
改
め
て
認
知
さ

れ
た
。
ま
た
台
帳
を
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

た
台
帳
の
記
載
項
目
に
は
清

掃
の
記
録
と
し
て
清
掃
前
の

点
検
等
が
通
知
で
明
記
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
浄
化
槽
法
の
一
部
改
正

の
周
知
と
水
再
生
優
良
事
業

者
制
度
の
拡
充
に
重
点
を
置

い
た
活
動
を
行
っ
た
」
と
総

括
し
た
。

　

循
環
資
源
委
員
会
は
、
不

当
な
入
札
・
新
規
許
可
の
阻

止
、
地
域
の
処
理
計
画
の
把

握
と
合
理
的
な
原
価
計
算
の

推
進
、
モ
デ
ル
処
理
計
画
の

提
示
、
処
理
困
難
物
、
災
害

廃
棄
物
取
り
扱
い
の
確
保
、

各
県
に
お
け
る
研
修
会
の
開

催
を
掲
げ
、
「
今
年
度
は
遺

品
整
理
、
引
越
等
に
伴
う
一

般
廃
棄
物
の
取
り
扱
い
に
お

い
て
、
全
国
的
に
不
適
切
事

案
と
新
規
許
可
問
題
が
発
生

し
て
お
り
、
適
正
処
理
の
観

点
か
ら
市
町
、
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
そ

の
情
報
を
元
に
環
境
省
と
協

議
し
、
不
適
正
処
理
が
横
行

し
な
い
取
り
組
み
を
行
っ

た
。
ま
た
、
北
海
道
・
東
日

本
地
区
と
中
四
国
・
九
州
地

区
の
2
ブ
ロ
ッ
ク
で
合
理
化

適
正
委
員
会
と
合
同
研
修
会

を
行
い
、
北
海
道
・
東
日
本

地
区
で
は
主
に
受
託
料
金
の

適
正
化
に
向
け
、
再
度
ご
み

収
集
運
搬
の
原
価
計
算
の
根

た
。

　

ま
た
広
報
・
編
集
委
員
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
と
広

報
環
整
連
の
発
行
状
況
、
青

年
部
は
各
種
会
議
や
勉
強
会

の
開
催
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　

第
45
回
全
国
大
会
実
行
委

員
会
は
、
昨
年
10
月
15
・
16

日
に
開
催
し
た
全
国
大
会
に

係
る
活
動
報
告
を
行
い
、
財

務
委
員
会
は
令
和
元
年
度
予

算
の
執
行
状
況
を
説
明
し

た
。

　

総
会
で
は
こ
れ
ら
の
活
動

報
告
を
含
め
、
第
1
号
か
ら

第
5
号
ま
で
全
て
の
議
案
を

滞
り
な
く
審
議
、
承
認
し
た

（
第
2
号
議
案
は
2
面
に
掲

載
）
。

拠
を
説
明
し
、
中
四
国
・
九

州
地
区
で
は
主
に
遺
品
整

理
、
引
越
等
に
伴
う
一
般
廃

棄
物
に
つ
い
て
、
廃
掃
法
・

裁
判
例
・
環
境
省
通
知
等
に

基
づ
い
て
説
明
し
た
。
来
年

度
も
引
き
続
き
適
正
料
金
、

適
正
処
理
が
行
え
る
よ
う
に

取
り
組
み
・
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
」
と
ま
と
め

定
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は

速
や
か
に
指
定
を
解
除
す
べ
き
」
と

し
た
。

　

ま
た
廃
棄
物
の
種
類
は
、
「
廃
棄
物

の
種
類
、
収
集
運
搬
を
行
う
区
域
お

よ
び
処
分
さ
れ
る
事
業
場
に
よ
り
特

定
す
る
。
あ
わ
せ
て
廃
棄
物
の
処
理

方
法
の
指
定
も
で
き
、
特
に
収
集
運

搬
に
係
る
指
定
で
、
積
み
替
え
を
行

わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
場
合
は
、
〝
積

み
替
え
を
行
わ
ず
に
処
理
す
る
場
合

に
限
る
〟
な
ど
、
可
能
な
処
理
の
範

囲
を
限
定
す
べ
き
」
な
ど
と
求
め
た
。

　

ま
た
産
廃
に
関
し
て
も
、
一
廃
と

同
様
に
長
期
に
わ
た
る
指
定
は
行
わ

ず
、
廃
棄
物
の
種
類
は
限
定
す
べ
き

旨
を
示
し
た
。

　

保
管
上
限
の
特
例
に
つ
い
て
は
、

改
正
施
行
規
則
で
は
「
自
ら
廃
棄
物

を
処
理
す
る
排
出
事
業
者
及
び
都
道

府
県
知
事
が
、
優
良
と
し
て
認
定
し

て
い
る
廃
棄
物
の
処
分
業
者
が
、
処

分
又
は
再
生
の
た
め
に
行
う
保
管
の

う
ち
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に

起
因
し
て
や
む
を
得
ず
行
う
も
の
は
、

保
管
容
量
の
上
限
を
上
乗
せ
す
る
」

と
し
、
通
知
で
対
象
と
な
る
廃
棄
物

の
種
類
を
汚
泥
、
安
定
型
産
業
廃
棄

物
、
鉱
さ
い
、
ば
い
じ
ん
、
建
設
業

に
係
る
産
業
廃
棄
物
（
一
部
）
な
ど
と

絞
っ
た
。

け
ず
に
、
指
定
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定

し
た
。

　

通
知
で
は
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て

「
市
町
村
内
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業
者

や
廃
棄
物
処
理
事
業
継
続
計
画
に
お

い
て
想
定
し
た
市
町
村
外
の
一
般
廃

棄
物
処
理
業
者
の
確
保
が
で
き
ず
、

処
理
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
」
「
市
町

村
の
職
員
が
多
数
感
染
、
濃
厚
接
触

者
と
な
る
な
ど
し
た
た
め
に
、
市
町

村
に
お
け
る
行
政
機
能
が
大
幅
に
低

下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
処
理
が

滞
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理
に
係
る
許

可
を
出
せ
な
い
と
い
っ
た
場
合
」
な

ど
に
、
「
処
理
を
補
う
能
力
の
あ
る
者

を
環
境
大
臣
又
は
市
町
村
長
が
指
定

す
る
こ
と
で
、 

許
可
を
受
け
な
い
で

一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
こ
と
を

暫
定
的
に
可
能
と
す
る
も
の
」
と
説

明
。

　

そ
の
上
で
指
定
を
行
う
主
体
、
〝
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
〟
の

意
義
、
指
定
の
対
象
と
す
べ
き
者
な

ど
の
留
意
点
を
示
し
た
上
で
、
指
定

す
る
期
間
に
つ
い
て
は
「
例
外
的
な

措
置
で
あ
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
る

指
定
は
原
則
と
し
て
行
う
べ
き
で
は

な
い
（
延
長
は
可
能
）
。
既
存
の
一
般

廃
棄
物
処
理
業
者
の
能
力
回
復
、
市

町
村
の
行
政
機
能
の
回
復
な
ど
、
指

　

廃
棄
物
処
理
法
施
行
規
則
の
一
部

改
正
省
令
が
5
月
1
日
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
。
大
規
模
災
害
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
よ
う
な
感
染
症

が
大
流
行
し
た
場
合
に
、
廃
棄
物
処

理
業
の
許
可
を
不
要
と
す
る
特
例
等

を
創
設
し
た
も
の
で
、
全
国
環
整
連

で
は
特
例
が
乱
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
市
内
に
複
数
業
者
い
る
場

合
は
、
他
の
既
存
の
一
般
廃
棄
物
処

理
業
者
に
よ
る
処
理
体
制
を
構
築
す

る
よ
う
環
境
省
に
申
し
入
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
環
境
省
で
は
、
同
日
付
で

課
長
通
知
を
発
出
し
、
こ
の
特
例
は

あ
く
ま
で
緊
急
時
の
補
完
措
置
で
あ

り
、
指
定
に
当
た
っ
て
は
市
町
村
内

の
既
在
業
者
で
十
分
な
処
理
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
強

調
し
た
。

　

改
正
施
行
規
則
の
内
容
は
、
①
緊

急
に
行
う
廃
棄
物
の
処
理
を
許
可
不

要
で
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
特

例
（
一
廃
、
産
廃
）
②
保
管
上
限
の
特

例
（
産
廃
）
の
2
項
目
。

　

こ
の
う
ち
許
可
不
要
の
特
例
は
、

「
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

環
境
大
臣
ま
た
は
市
町
村
長
（
一
般

廃
棄
物
）
、
も
し
く
は
都
道
府
県
知

事
（
産
業
廃
棄
物
）
が
適
正
に
処
理

が
で
き
る
者
と
指
定
し
た
者
は
、
指

定
さ
れ
た
期
間
に
限
り
、
許
可
を
受

既存業者による処理体制構築要望
感
染
症
な
ど
緊
急
時
の
許
可
不
要
特
例
で

全
国
環
整
連
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全
国
環
整
連
第
48
回
通
常
総
会
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処

理
業
務
の
確
実
な
履
行
に
向
け
、
区
域
割
の
実
施
、
浄
化

槽
の
適
正
な
維
持
管
理
な
ど
を
盛
り
込
む
令
和
2
年
度
活

動
方
針
お
よ
び
計
画
を
承
認
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。

１
）
広
報
環
整
連
の
発
行

２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

１
．
活
動
方
針

一
　

全
国
環
整
連
の
一
歩
先
を

走
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
会

員
に
貢
献
す
る

２
．
活
動
計
画

１
）
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）

の
策
定

２
）
青
年
部
会
に
委
員
長
を
招

聘
し
た
勉
強
会
の
実
施

３
）
各
委
員
会
に
所
属

４
）
各
県
に
お
け
る
研
修
会
の

開
催

１
．
活
動
方
針 

一
　

適
正
な
財
務
運
用

二
　

分
か
り
や
す
い
会
計
処
理

２
．
活
動
計
画

１
）
予
算
執
行
に
対
す
る
透
明

化
の
実
施

１
．
活
動
方
針

　

最
高
裁
判
決
で
「
一
般
廃
棄

物
処
理
業
は
、
専
ら
自
由
競
争

に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
性
格
の
事

業
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

い
。」
と
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
10
・
8
通
知
の
中
で

も
、
経
済
性
の
確
保
等
の
要
請

で
は
な
く
、
業
務
の
確
実
な
履

行
を
求
め
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
。

　

当
部
会
で
は
、
適
正
処
理
を

推
進
し
業
務
を
確
実
に
履
行
す

る
た
め
、
各
委
員
会
・
青
年
部

会
を
統
括
し
、
全
国
で
発
生
し

て
い
る
様
々
な
問
題
解
決
を
図

る
。

　

２
．
活
動
計
画

１
）
各
委
員
会
に
お
け
る
現
地

支
援

２
）
三
省
（
国
交
省
、
環
境
省
、

農
水
省
）
と
の
協
議

１
．
活
動
方
針

一
　

適
正
な
処
理
体
制
の
確
保

（
合
理
化
、
区
域
割
）

二
　

不
法
・
不
当
な
新
規
許
可

の
阻
止

三
　

各
県
の
転
換
業
務
受
託
に

向
け
た
体
制
作
り

四
　

環
境
省
と
の
協
議

２
．
活
動
計
画

１
）
区
域
割
及
び
合
理
化
協
定

締
結
に
向
け
た
現
地
支
援

２
）
不
当
な
入
札
を
阻
止

３
）
10
・
8
通
知
と
浄
化
槽
法

改
正
の
研
修
会
の
実
施

１
．
活
動
方
針

一
　

恒
久
的
な
水
処
理
施
設
と

し
て
の
浄
化
槽
維
持
管
理

体
制
の
実
行

二
　

技
術
力
の
向
上
・
電
子
化

等
に
よ
る
良
好
な
処
理
水

質
の
確
保
（
浄
化
槽
、
下

水
道
、
農
集
排
）

三
　

環
境
省
、
国
交
省
、
農
水

省
と
の
協
議

２
．
活
動
計
画

１
）
水
再
生
優
良
事
業
者
の
取

得
推
進

２
）
浄
化
槽
現
地
実
務
研
修
会

の
実
施
（
記
録
票
・
台
帳
・

一
括
契
約
書
・
実
務
）

３
）
浄
化
槽
法
及
び
関
連
通
知

の
研
修

４
）
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
等
革

新
技
術
を
利
用
し
た
水
質

管
理
の
促
進

  

（
浄
化
槽
、
下
水
道
、
農
集
排
）

５
）
下
水
道
・
農
集
施
設
管
理
に

関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

１
．
活
動
方
針

一
　

業
務
を
適
確
に
遂
行
す
る

に
足
る
委
託
料
を
実
現
す
る

二
　

一
般
廃
棄
物
の
業
務
範
囲

を
明
確
に
し
た
処
理
計
画

の
推
進

三
　

新
規
事
業
（
代
替
業
務
等
）

の
提
案

四
　

諸
問
題
に
関
す
る
環
境
省

と
の
協
議

２
．
活
動
計
画

１
）
不
当
な
入
札
・
新
規
許
可

の
阻
止

２
）
地
域
の
処
理
計
画
の
把
握

と
合
理
的
な
原
価
計
算
の

推
進

３
）
処
理
困
難
物
、
災
害
廃
棄

物
取
り
扱
い
の
確
保

４
）
各
県
に
お
け
る
研
修
会
の

開
催

１
．
活
動
方
針

一
　

組
合
活
動
を
広
報
す
る

２
．
活
動
計
画

地
域
環
境
保
全
へ
区
域
割
や
適
正
業
務
推
進

各
会
の
令
和
2
年
度
活
動
方
針
お
よ
び
計
画

全国環整連

      

財
務
委
員
会

財
務
委
員
会

    

適
正
処
理
推
進
部
会

適
正
処
理
推
進
部
会

      

循
環
資
源
委
員
会

循
環
資
源
委
員
会

      

青青    

年年    

部部

      

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

    

合
理
化
適
正
委
員
会

合
理
化
適
正
委
員
会

      

水
処
理
委
員
会

水
処
理
委
員
会

ロ
グ
ラ
ム
は
初
日
に
式
典
を
開
き
、
優

良
役
員
お
よ
び
従
業
員
表
彰
、
大
会
宣

言
の
採
択
な
ど
を
行
う
。
そ
の
後
、
講

演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
懇

親
会
（
別
会
場
）
を
開
く
。
ま
た
2
日
目

は
方
針
・
本
会
議
を
開
会
す
る
。

　

全
国
環
整
連
第
46
回
全
国
大
会 

i
n 

N
A
R
A
の
準
備
が
大
会
実
行

委
員
会
（
松
本
道
夫
委
員
長
）
に
よ
り
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
大
会
の
目
的
は
、
い
ま
だ
平
成
26

年
10
月
8
日
に
発
出
さ
れ
た
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
長
通

知
（
10
・
8
通
知
）
の
主
旨

が
理
解
さ
れ
た
運
用
が
な

さ
れ
て
い
な
い
実
態
を
踏

ま
え
、
今
一
度
、
廃
棄
物

処
理
法
の
目
的
お
よ
び
趣

旨
を
十
分
理
解
し
、
許
可

業
者
の
責
任
区
域
を
限
定

す
る
こ
と
で
許
可
業
者
の

使
命
と
責
任
を
果
た
し
、

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

適
正
な
策
定
お
よ
び
運
用

に
寄
与
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

日
程
お
よ
び
会
場
は
、

10
月
9
・
10
日
に
「
奈
良

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
奈
良
市
、
今
年
4

月
開
業
）」
を
予
定
し
、
プ

第46回全国大会の開催準備進む第46回全国大会の開催準備進む

奈良県で10月9・10日の2日間全　国
環整連

会場へのアクセス図

鳥
取
市
、
岩
美
町
で
三
者
間
協
定
締
結

　

全
国
環
整
連
と
鳥
取
県
リ
サ

イ
ク
ル
協
同
組
合
は
6
月
29

日
、
鳥
取
県
鳥
取
市
お
よ
び
同

岩
美
町
と
災
害
協
定
を
そ
れ
ぞ

れ
締
結
し
た
。
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
際
に
、
鳥
取
市
ま
た

は
岩
美
町
の
要
請
を
受
け
、
鳥

取
県
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
が

災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
収
集
運

搬
・
処
理
の
協
力
を
行
い
、
全

国
環
整
連
が
そ
れ
に
必
要
な
人

員
や
資
機
材
の
提
供
等
の
支
援

を
行
う
。

　

鳥
取
市
で
行
わ
れ
た
協
定
締

結
式
で
は
、
深
澤
義
彦
市
長
、

橋
本
浩
之
市
民
生
活
部
長
、
鹿

田
哲
生
同
部
環
境
局
長
、
全
国

環
整
連
の
玉
川
福
和
会
長
、
西

村
博
文
常
務
理
事
、
鳥
取
県
リ

サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
の
越
生
昭

徳
代
表
理
事
が
出
席
し
、
深
澤

市
長
、
玉
川
会
長
、
越
生
代
表

理
事
の
3
名

が
協
定
書
に

署
名
し
た
。

　

深
澤
市
長

は
協
定
締
結

に

つ

い

て

「
鳥
取
市
の

誕
生
か
ら
今

年
で
1
3
1

年
を
迎
え
た

が
、
振
り
返

る
と
市
内
を

流
れ
る
千
代
川
の
度
重
な
る

氾
濫
、
昭
和
18
年
の
鳥
取
大
地

震
、
昭
和
27
年
の
鳥
取
大
火
な

ど
災
害
の
歴
史
で
も
あ
っ
た

か
と
思
う
。
全
国
で
は
今
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
て

お
り
、
そ
う
し
た
と
き
に
問
題

に
な
る
の
が
災
害
廃
棄
物
。
こ

の
た
び
の
協
定
で
体
制
構
築

が
前
進
し
心
強
く
思
う
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。

　

ま
た
玉
川
会
長
は
「
我
々
が

救
援
活
動
を
す
る
際
は
県
の
境

を
超
え
て
体
制
を
構
築
す
る
。

平
成
7
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

の
と
き
、
神
戸
市
に
バ
キ
ュ
ー

ム
車
1
8
0
台
ほ
ど
を
集
め
て

無
償
救
援
活
動
を
行
っ
た
。
行

政
は
基
本
的
に
手
続
が
必
要
で

あ
る
が
、
議
会
が
停
滞
し
た
と

き
は
そ
の
手
続
が
滞
る
。
救
援

要
請
も
で
き
な
い
と
い
う
状
況

で
、
そ
の
要
請
を
待
つ
こ
と
は

で
き
な
い
と
の
判
断
か
ら
無
償

支
援
の
決
定
に
至
っ
た
」「
一

般
廃
棄
物
処
理
は
本
来
は
直
営

で
あ
る
べ
き
も
の
を
私
た
ち
民

間
が
委
託
・
許
可
で
実
施
し
て

い
る
。
私
た
ち
は
代
行
者
と
し

て
の
役
割
を
最
大
限
果
た
す
、

そ
う
い
う
基
本
的
考
え
の
も

と
、
こ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の

後
、
無
償
救
援
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
全
国
環
整
連
で
は
下

水
道
等
が
被
災
し
た
場
合
の
対

応
や
支
援
体
制
の
構
築
等
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
お
り
、

鳥
取
市
に
お
い
て
災
害
が
起
き

た
際
に
は
支
援
は
惜
し
ま
な

い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

越
生
会
長
は
「
災
害
は
い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
備

え
は
必
要
。
私
ど
も
は
液
状
か

ら
固
形
、
一
般
、
産
業
廃
棄
物

の
許
可
を
持
つ
業
者
の
集
ま
り

で
あ
る
。
ま
た
全
国
環
整
連

は
私
ど
も
に
と
っ
て
全
国
の
同

業
者
の
集
ま
り
で
あ
り
、
一
緒

に
協
定
を
締
結
で
き
た
こ
と
は

心

強

い
。
鳥

取
県
に
貢
献

で
き
る
よ
う

精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

こ

の

後
、

岩
美
町
に
お

い
て
も
協
定

締
結
式
を
開

催
。
岩
美
町
か
ら
は
西
垣
英
彦

町
長
、
沖
島
祐
一
環
境
水
道
課

長
が
出
席
し
、
鳥
取
市
と
同
様

に
西
垣
町
長
、
玉
川
会
長
、
越

生
代
表
理
事
の
3
名
が
協
定
書

に
署
名
し
た
。

　

西
垣
町
長
は
「
全
国
各
地
で

大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て

お
り
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
。
ひ
と
た
び
災

害
が
発
生
す
れ
ば
、
膨
大
な
量

の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
す
る
。

集
積
所
が
満
杯
に
な
り
、
道
路

に
ま
で
は
み
出
す
。
皆
さ
ま
に

協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
特
に
全
国
的

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
我
が

町
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
非
常

に
心
強
い
。
ご
み
、
し
尿
を
迅

速
に
処
理
し
、
速
や
か
に
普
段

ど
お
り
の
生
活
に
戻
す
の
は
行

政
の
役
割
で
あ
り
、
万
が
一
の

際
は
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

求
め
た
。

鳥取市での協定締結式（協定書を持

つ左から玉川会長、深澤市長、越生

代表理事）

岩美町での協定締結式（左

から玉川会長、西垣町長、越

生代表理事）

災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
収
集
運
搬
等
を
支
援

会場となる奈良県コンベンションセンター
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